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費用削減投資と指令振替価格

椎葉 淳

〈 論文要 旨〉

　本稿の 目的は ， 振替価格 を原価よ りも厳密に 高い 水準に設 定す る こ とが望ま し くな る理 由にっ い

て ，これ まで とは異な る説明を与える こ と によ り，管理 会計に お ける理論 と実務の 乖離を埋 める こ

と に ある．本稿で は ， 費用削減投資を行 う権限 を川 上 部門 に，最 終製品価格を 設定する権 限 を川下

部門にそ れ ぞれ 委譲 して い る 分権 的な企業組織を想定 して い る ，この と き ，川 上 部門の 投資 が 川下

部門の 費用削減 に貢献す る とい う意 味 にお い て 部門間の 協 力が重 要で ある 場合 には ， 本部は 振替価

格 を川上部門 の 限界費用 よ りも厳密 に 高 く設定す る こ と，すなわ ち原 価 プ ラス 利益 の 水準に 設定 す

る こ とが望 ま しくな る こ とをモ デル の 構築 を通 じて 論 証す る．本 稿 の モ デル は ， 実際に用い られ て

い る振 替価 格 の 設定 方法 の 合 理性 を こ れまで とは異な る点 か ら説 明する もの で ある ．
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This　paper　investigates　a　feature　of　admillistered 　transfer　pric洫g　hl　a　decentralized　firm　with 　headquarlors

md 　tWo 　divisions．　The 　 upstream 　division　manufactures 　 intermediate　 products　and 　 ships 　them 霊o 重he

downstleam　division
，
　which 　uses 　them 　as　inputs　in　its　production 　process　and 　ultimately 　sells 　final　products

externally ．　Before　production　and 　exchange 　of 　the　intermediate　products　take　place，　the　upstream 　division
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1． はじめ に

　本稿の 目的 は，振替価格 を原価 よ りも厳密 に高 い 水準 に 設定す る こ とが望 ま しくな る理 由につ

い て ，こ れ ま で と は異 なる 説明 を与え る こ と に よ り ， 管理 会計に お ける 理論 と実務の 乖離を埋め

る こ とに ある ．現実の 振替価 格設定実務 にお い て は，振替価格を原価 プラス 利益 の 水 準に設定 す

る こ とが
一

般 に観察 され てい るが ，管理会計理論 にお い て は こ の実務慣行 に 対す る 合理的 な説明

が十分に な されて い な い ．本 稿で は，こ の よ うな理論 と実務 の 乖離 を埋 め るため，振替価格 を原

価 プラス 利益 の水準に 設定する こ とが望 ま し くな る こ と を これ ま で と は異なる 点か ら説明する ．

特 に，本 部の 指令 によ る振替価 格 を取 り上 げ，モ デル の 構築 を通 じ て 論証す る．

　と ころ で ，Tang （1992）は，フ ォ
ーチ ュ ン 500社 に対 して 振替価格 に関す る 調査 を行 い ，143 社

の 有効回答 の 内容を報告 して い る ，この 報告に よれ ば，振替価格を 利用 して い る 132社の う ち ，

46．2％が原価 基準 の 振 …替価格 を用 い て い る．そ して ，こ の 中で 全部原 価 を用 いて い る企 業は 52．4X，

原価 プラス利益を用 い て い る企 業は 37．9％，理 論モ デル に お ける 限界費用 に対応す る 変動費用 を

用い て い る企 業 は 7．8％で ある と報告 して い る．こ の よ うな現状 で あ るに もか かわ らず，振替価格

を限界費用 よ りも厳密に高い 水準に設定 する こ とが望ま しい理 由に つ い て ， これ まで 理論的に は

十分な説 明が な され て い な い （Alles　a皿d・Datar ・1998 ，　 G6x 　2000 ）．

　本稿で は ， 費用 削減投資を行 う権限を川上部門に ， 最終製品価格 を設定する権限を川下部門に

委譲 して い る 分権 的な企業組織 にお い て ，各部 門が行 う意思 決定 を企 業全体 の 目標 とで き る限 り

整合的にす る ため に ， 本部 が指 令振替価 格を どの よ うな水 準 に設定 すれ ばよ い か とい う問題 を考

察する．そ して ， 川 上 部門の投資が川下 部門 の 費用削減に貢献する と い う意味に お い て部門間 の

協力 が重要 で ある場合 には，本部が設定 す る指令 振替価格 は川 上部 門の 限界費用 よ りも厳密 に高

くな る こ とを 示す ．こ の よ う に振替価格 を原価プ ラス 利益 の 水準に 設定する こ とが 望 ま し くな る

とい う結果 は，振替価 格 を限界 費用 と等 し く設定 す る こ とが望 ま しい とす る Hirshleifer（1956）に

代表され る モ デル よ りも，現実の 振替価格設定実務を よ り合理 的に 説明 で き る と考え られ る ．

　また ，Alles　and 　Datar（1998），
　 G6x （2000），　 Narayanan 　and 　Smith（2000）は ， 指令 振替価格を考察

し ， 最終製品市場にお ける川下 部門間の 価格競争の 存在に よ り ， 本部が 振替価 格 を川 上 部門 の 限

界費用 よ りも厳密 に高く設定す る こ とが 望 ま しくな る こ とを明 らか に して い る ． しか しなが ら，

本稿で は投資 イ ンセ ンテ ィ ブに 焦点 を当て るた め，最終 製品市場 が川下 部門の独 占 とな っ て い る

状況を想定 して い る 。すなわ ち ， 最終製品市場に お ける川下部門間の 価格競争と い う要因 を排除

して い る．そ して ，それ に もかかわ らず，振替価 格 を川上 部門 の 限界費用 よ りも厳密 に高 く設定

す る こ とが望 ま しくな る こ とを示す ．

　さ らに ，Holmstr6m 　and 　Tirole（1991）は ，川 上部 門 の 投資 によ り最 終製 品の 価値 が高 ま る状況 を

想定 して い る が ， この よ うな投資はそ の 便益が他部門に 生 じる点で 本稿 と同 じ特徴を 持つ も の で

ある ．そ して そ の 上 で 本稿 と は異 な り，指令振替価格を どの よ うな水準 に設 定 して も，川 上部 門

に投資イ ンセ ンテ ィ ブ を与 え る こ とがで きない こ とを指摘 して い る ，こ の 理 由は，内部で 取 引さ

れ る 中間製品 が一単位 で あ る と仮 定 して い る ため ，一定の 値 を とる指令 振替 価格を用い る と ， 投
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資 による便益 は全 て 川下部門の 収益 とな る
一

方でそ の 費用は全て 川 上部門が負担する こ とにな る

か らで ある ． しか しな が ら，本稿で は Holmstr6m 　and 　Tirole（1991）の モ デルの 仮 定 を緩 め ，最終

製品市場 にお い て 川下 部門 が最終製 品価格 を設定 して い る 状況 を想 定す る こ とに よ り ， 内部で 取

引 され る数 量が内 生的に決定され るモ デ ル を考察 して い る ．そ して ， こ の よ うな よ り現 実的な状

況にお い て は，指令振替価格を原価 プラ ス 利益の水準 に設定する こ とに よ っ て ，川 上部 門 に投資

イ ンセ ン ティ ブを与え る こ とが で き る こ とを示 す．

　本稿の 構成 は次 の 通 りで ある．まず，第 2 節 にお い て モ デル設定 の 概要 を 説明す る．次に ，第

3 節にお い て 川上部門の行 う費用 削減投資に つ い て の 異な る仮定の 下 で ， 本部が指令振替価格を

どの よ うな水準 に 設定す る こ とが望 ましい か に つ い て 考察す る ．特に ， 川上 部門 の投資が川下部

門の 費用を削減す る投資の ケー
ス で は ， 本部は 指令振替価格を ， 川上 部門 の 限 界費用 よ りも厳密

に 高く設定する こ とが 望 ま し くな る こ と を示す ．こ の 結果 は川上部門 が投資を行 うケー
ス の 分析

にお い て 示 され る が ， 第 4 節で は川下 部門が投資を 行うケ
ー

ス に つ い て 考察する ．そ の 結果 ，川

下部門の 投資 とい う要 因は，振替価挌を原 価 プラス 利益の 水準 に設定す る こ との 理 由に はな らな

い こ とが明 らか になる ．最後 に，本稿 の モ デル 設定に おい て 得 られ た 主 要 な結果 や知見 を要 約す

ると ともに， この モ デル の限 界を指摘する．

2 ． モデル

2．1．企業組織

　本部 ， 川 上部門 ， 川 下部門か らな る 分権的な 企業組織を考え る （以下 で は ，記号 を 用 い る場 合，

川 上部門 と川下 部門 をそれぞれ ， U ，　 D で 表現す る）．川上部 門 は費用 削減投資 を行 うと と もに

川 下部門に販 売す る ための 中間製 品 を生産す る ．川 下部門は中間製品 を購入 し た後 ， 追加加 工 し

最 終製品 を 生産 し ， そ れ を 市場で 消費者に販 売する．本部は，川上 部 門 ある い は川 下部 門を直接

に運 営す る余裕 はな く，それぞれ の 部門の 運営 を当該部門の管 理者に 委ね て い る が，内部取引の

際の 取引価格で ある 振替価格に つ い て は事前 に その 設定方法を 選択す る．また，各 部門 の 管理者

に は他の 部 門を運 営す る 余裕 はな く，自部 門の 運営 の み に携わ る もの とする ．

　こ こ で 本稿 の モ デル で は ，部門 」は 自部門の 利益π
ノ （ノ呂 ｛b，

D ｝） を最大 に す る よ うに 行動

し ， 本部は各部門の 利益 の 和で ある企 業全体の利益 π ≡ π
U

＋ π
D

を最大 にす る よ うに行動する と

仮定す る ，

　 こ の とき次の よ うな 流れ で 進行す る モ デル を考 え る ．

　　1． 本部 によ る振替価 格 の 設定方法 の 選 択

　　2． 川上 部門 による 費用削減投 資 の 決定 および 中間 製品の 生産

　　3． 川 上部門か ら川下部門へ の 中間製品の 内部振替 取 引

　　4． 川下部門 に よ る最終製品価格の 設定お よび最終製品 の 生産と販 売

　　5． 利益 の実現

　以下で は ，この 流れ に した が っ て ，モ デル 設定の概要 を説明する ．
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2．2．本部

　 まず，本部は 川 上部門 と川下部 門が 内部取 引す る際の 振替価格 t の 設 定方法 を選 択す る．本稿

で は，振替価格の設 定方法 として ， 本部の 指令 によ る振替価 格の み を考察 す る．

　本部 は指令振替価格 を選択する の と同時 に ，振替価格 t の 値も設 定する もの とす る ．ただ し ，

本部が設定す る指令振替価格 tは ， ある特定の 値f に な る と仮定する ．すな わち ． 川上 部 門 の 決

定する投資水 準あるい は川下部 門 の 設定す る価 格 に依存 したかた ちで 振替価格 を指令す る こ とは，

非常に高い コ ス トがか か る こ とか ら不可能で ある と仮定する ．こ の よ うな 指令振替価 格 に関する

仮定 は，Ho1皿 str6m 　and 　Tirole（1991），　Alles　and 　Datar（1998），　G6x （2000），　Narayanan　and 　Smith（2000）

と整 合的で ある ．

　ま た ，本部は 川上 部門あ る い は 川下部門 にお いて 実現 した収益 ，費用，あ るい は利益 に依存 し

た 報酬 契約 を規 定す る こ とは不可 能で ある と仮 定す る ．こ の 仮定 は，Alles　and 　Datar（1998），
　 G6x

（2000）， Naray 跏 an 　and 　Smith （2000）と整 合的で ある ．

2．3． 川上部 門

　川 上 部門 は費用 を削減するた めの 投資を行 うとと もに ，川下部 門で 用い られ る中間製品 を生産

す る，こ の 費用 削減投資 として は ， 川上部門自身の 費用 を削減す る投資と ， 川下部門の 費用 を削

減する投資の 2 種類を考 える．例 えば，川下部 門の 費用 を削減す る川 上 部 門の 投資 として は，よ

りカ ス タム 化 した中間製 品を生産す る こ と ， あ る い は中間製品 の 生産 工 場を最終製品の 生産 工場

の 近 くに建設する こ とな どが考え られ る ． こ の 他の 例 に つ い て は ，Che　and 　Hausch（1999）を参照

せ よ．なお ， 川 下部門が投資を行 うケー
ス は ， 第 4 節に お い て 考察する ．

　川 上 部門 の 費用削減投資は ，本部 と川下部 門に も観察可能 で ある とす る．ただ し，Hart（1995）に

代表 される 不完 備契約理論 にした が っ て ，投資水準に依存 した契約 を事前に 書くに は非常に 高い

コ ス トがかか る こ とか ら不 可能で ある と仮定す る． こ の こ とは ， 本稿 と同 じ く部門 が投資を行 う

状況 に お い て 振 替価 格 の 設 定 問 題 を 考 察 し て い る Holrnstr6m　and 　Tirole（1991），　 Edlin　and

Reichelstein（1gg5），　 Anctil　and 　Dutta （1ggg）な どにお い て も仮定 され て い る ．

　川 上 部門 が中 間製 品 を生産す るた めの 初期 の 一定 の 限界 費用 は i
σ

で あ る とす る ．川 上部 門が

行 う費用 削減投資が ， 川 上部門自身に対する も ので ある と きに は ， この 限 界費用 を ∬だけ減少さ

せ る こ とがで き る ．すなわ ち ，費用削減投資を行 っ た と き に は，川 上部 門の 限 界費用 cV は iu − 1

・ な ・ ・ま た 濃 用 ・嬾 資 ・ 費用 は去・・
2
とす ・筋 川 上 部 門が行 ・費用 ・贓 資 が川下

部 門に対す るもの で ある ときに はcV ＝δ
σ

となる ．なお， この よ うな 費用削減投資の モ デル は ，

d’Aspremont 　and 　Jacquemin （1988）と同様で あ る．

2．4． 中間製品の 取 引

　川 上 部門 が 中間製品を 生産す る と、川 下 部門 と の 取 引が行わ れ る ．前述 の よ うに ，本部が 事前

に振 替価格 i を指 令 して い る の で ，この 価格 によ っ て 取引が行われ る．
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2．5． 川下部門

　川下部門 は ， 川上 部 門か ら中間製 品を購入 した後 ，こ れ を追加加工 し最終製品 を 生 産す る．川

下部門にお け る初期の
一定 の 限界費用 は ， 中間製品 の 取引価格 ’に追加 加工 の た め に必要 な一定

の 限界費用 δ
P

を加 えた値で ある．こ こ で ，川上部 門が行 う費用 削減 投資が ， 川 下部門 に対する

もの で ある ときに は，追加 加工 に必 要な限 界費用 cD はδ
0 − 1 とな る ．他方．川 上 部門が行 う費

用 削減投資 が川上部 門自身 に対す る もので ある と きに は cD ・・　aD とな る ．

　川下部門は最終製品を生産 した後 ， これ を 市場で 消費者 に対 して 販売す る．最終製品市場は川

下部 門の 独 占で あ り，川 下部 門が 自部門の 利益 を最大に す る よ うに最終製品価格 p を設定す る．

川下部門の 販 売する 最終製品 に対する消 費者 の 需 要 q は， g　
・ a − p で 表 され る もの とす る． こ

こ で ， a は p ＝O の ときの 需要 を表す定 数で あ り，　 a ＞ 0 とする ．ま た，川上 部門の 費用 削減投

資が行われ ず，最大の 生産費用 （
一rD 　 TU 　 −
C 十 C ≡ C ）にな っ た ときで も， こ の 値 の 価格 （ρ

呂∂） に

お い て需 要が存在 す る （q ＞ 0） こ とを仮定す る．すなわ ち， σ 一δ ＞ 0 を仮定する ．

3 ． 分析

　最初 に ，
ベ ンチ マ

ー
ク と して ， 本部が最終製品 の 価格設定と 費用 削減投 資を直 接に行え る フ ァ

ー
ス ト・ベ ス トの ケ

ー
ス を分析する ．そ の 後 ， 費用 削減投資を川上部門が行 い

， 最終製品価格を

川下部門が設定する分権的な企 業組織を 前提 と して ， 川上部門 の 投資 が川上 部門 自身の 費用 を勣

減するケ
ー

ス と，川下 部門の 費用 を 削減す るケー
ス に つ い て それぞれ分析 す る ．なお ， 以下 で は ，

バ ッ クワ
ー ド ・イ ンダク シ ョ ンを用 い て ，ゲー

ム の 最後 か ら解 いて い く．

3．1． フ ァ
ー ス ト・ベ ス トの ケー ス

　まず，本部が最終製品の 価格設定と費用削減投資の 両方 を直接に 行え る フ ァ
ー

ス ト ・ベ ス トの

ケー
ス で は ， 川上部門の 投資が川 上部門自身の 費用 を削減する もので あ っ て も，川下部 門 の 費用

を削減す る もの で あ っ て も全 く同 じ にな る こ とに注 意 しよ う．なぜな ら ， 川 上部門の 費用が削減

されて も，川 下部門の 費用 が削減 されて も ， 企 業全 体 として みれ ば同 じだか らで ある ．

　本部は 企業全体 の利益を 最大にする よ うに最終製品 の価格 設定 と費用 削減投 資 を行 う．すなわ

ち ， 本部は次 の 問題 を解 く、

　　　　　　　　　　　　　惚 π 一（P − c
’
　・ JX ・　− P）一ケ　　　　　 （1）

　
一

階条件は次の よ うにな る ．

　　　　　　　　　　　　　　　e｛tL　．。
− 2P　．　i − i 。 ・ 　 　 　 　 　 　 （2）

　　　　　　　　　　　　　　　彑 ．。 ヲ
．rl − o　　　　　　　　　 （3）

　　　　　　 　　　　　　 　　　 ∂1
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二 階条件は r ．
⊥とな る ．以下で は これ を齪 す る ．なお r ． 1を仮定 すれ ば 本稿の 黼 1ま

　 　 　 　 　 　 　 　 2　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　 2

すべ て 最大化 のた めの 二 階条件が満た され る ．そ こで 以下で は二 階条 件に つ いて は省略 して いる．

　
一

階条件を整理 する と，次の よ うに表す こ とが で きる，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 a ＋ δ一I
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 P ＝ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （4）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 a − P
　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　（5）　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　∬ m

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　7

　この連 立方 程式 を解 くと，フ ァ
ー

ス ト ・ベ ス トの ケー
ス にお け る最 終製 品価 格 p

’

と費用削減

投資に よる費用削減額 ズ は次の よ うになる ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　P
’

　一
（r − ・）・i ・ ガ 　 　 　 　 　 （、）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ
ー1

　　　　　　　　　　　　　　　　　∬ 
a − c

　　　　　　　　　　　　　　　 （7）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2γ

一1

　 この フ ァ
ー

ス ト ・ベ ス トの ケー
ス の分析か ら明 らか にな る こ とは ， 企業全体か らみ た ときの 限

界収 益 と限界 費用が
一

致す るよ うに p と 1 を決定す るこ とで ある，まず，最終製 品価格 に関 して

は ， 価格が 1 単位増加す る こ と に よ り数量に対応す る額だ け収益が 増加する の で ， 限界収益 は

a − p とな る ．また ， 需要関数か ら明 らかな よ うに ，価格 が 増 加する とその 分 だ け販 売数量が 減

少す る の で ， 1単位あた り の 利益 の 額だ け費用 が増加する ．すな わち ， 限界費用 は p − i ＋ 1 とな

る ．そ して ， これ らが 等 しくなる よ う に最終製品価格 を設定する こ とが企業全体か らみ た とき に

最適 にな る ．

　 この こ とは ， 3．2 節以降で 想定 して い る よ うな川下 部門 が最 終製品価格 を設定する状況 では，

最終 製品 の 価 格設定 へ の 影 響 の み を考え れば，振替価 格を川 上部門 の 限界費用 と等 し くす る こ と

が望 ま しい こ とを意味 して い る ．なぜな ら，振替価格 を川 上 部門の 限界費用 と等 し くする こ と に

よ り，川下部門の 限界収益 と限 界費用が企 業全体 の それ と一致す るか らで あ る．

　次 に，費用 削減投資 に関 して は ， 費用 が 1単位削減 され る こ とに よ り数量 に対応 する額だけ収

益が増加する の で ，限界収 益は a − p とな る ．ま た，限 界費用 は投資 を 1 単位増 加す る こ と の 費

用で あるか ら rlとな る ，そ して ，これ らが等 し くなる よ う に 費用 削減投資を 決定す る こ とが企 業

全体か らみた とき に最適にな る ．

　以 下で は，こ れ らの 意思決定 を各部門が 自律的 に行 うケー
ス を検 討す るが ， 各部 門の意思決 定

が フ ァ
ー

ス ト ・ベ ス トの 水準 にな るか どうか は ， 意思決定 を行 うこ と に よる各部門の 限界収益 と

限界費用 が，企業全体の それ と
一

致す る か どうか に依存して い る．言い 換えれ ば，本部は ， 部門

にと っ て の 限界収益 と限界費用 を，企業全体と して の 限界収益 と限界費用 に
一

致させ る よ うに 振

替価格を設定す る こ と にな る ，
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3．2．川上部門の 費用削減投資

3．2．1． 川 上部門の 費用 を削減する 投資の ケ
ー

ス

　こ の 節で は．川 上 部門 の 行 う投資が川上 部門自身の 限界費用 を削減する ケ
ー

ス を考察 す る．こ

の ケー
スで は ， cu ＝・〜EU − 1 ， お よび cD 轟 δ

o
で ある．

川下部門　本部が設 定する指令振替価格iを所 与 と して ，川下部 門は 自部門の 利益 を最大 にする

よ うに最終製品価 格 p を設 定す る．すなわち ， 川 下部門は次の 問題を解 く．

　　　　　　　　　　　　　　Max π
D

− （P） − i ° 一ガX・ − P）　　　　　　　　 （8）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 P

　
一

階条件 は次 の よ うになる．

　　　　　　　　　　　　　　　塑 。 。
．2。 ． 、

D
＋ r．。 　 　 　 　 （，）

　よ っ て ，川下 部門 の 設 定す る最 終製品価格 は，本部が設 定す る振替価 格 i の 関数 として ．次の

よ うに表す こ とがで き る ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 rD 　　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　P（i）−
e ＋

守 　　　　　　　（・・）

　 （4）式 と比較すれ ば ， 振替価格が川 上部門の 限界費用 と等 しく，かつ 川上 部門 の 費用削減投資

が フ ァ
ー

ス ト・ベ ス トの 水準 の とき，す なわち 『＝δ
U 一ズ の とき．最終製品価格が フ ァ

ー
ス ト ・

ベ ス トの水 準にな る こ とが分か る ．

川上 部門　本部 が設定す る指令振替価格iを所 与 として ，川上部 門は 自部 門の 利益 を最大 にす る

よ うに費用 削減投資 に よ る費用削 減額 1 を決 定す る．す なわ ち，川 上部門は 次の 問題 を解 く．

　　　　　　　　　　　　ngaxxU　＝　（i − ・
U

・ ・Xa− P（f））一シ
2

　　　　 （11）

　
一

階条件は次の よ うに なる ．

　　　　　　　　　　　　　　　　 ∂π
u

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 − ・
−
Pの一rl − 0 　 　 　 　 　 　 （12）

　　　　　　 　　　　　　 　　　　 ∂1

　 これ を整理 し，（IO）式 を代 入す る と，川上部門 の行 う費用 削減投資に よ る費用 削減額 は，本部

が 設定する指令振替価格 iの 関数 と して ， 次の よ うに表す こ とがで きる ．

　　　　　　　　　　　　　　　、（り．
・ 一

・（の．
・ 一・

D − 『
　　　　　　 （13）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 γ　　　　 27

　 （5）式 と比較す れ ば，最終製品価格が フ ァ
ー

ス ト ・ベ ス トの 水準の ときに は ，川 上 部門の行 う費

用 削減投資も フ ァ
ー

ス ト ・ベ ス トの水準に な る こ とが 分か る．

本部　本部は川 上部門 と川下部門の利益の和で ある企業全体の 利益を最大 にする よ うに振替価格

を設定す る。す なわち，本部 は次 の 問題 を解 く．
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　　　　　　　　　惚
π 一 （P（の一・ ・ 」（i）Xa− P （f））一去r（i（i））

2

一階条件 は次 の よ うになる．

　　　誓一 挈・

∂1要）（a − P（f））・（P（i）一… （i） 誓）− r・（・）嬰 ・〔　 ）
（1。）式か ら塑 訊 （13）式か ら

　　　　や ）
（
−

L ⊥ で あ る

（王4）

（15）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ∂It
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 これ ら と （10）式を代入 す る　 こ こで ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿
　　　　　　　　　　 ∂t　　 2　　　　　　　 ∂t　　 2r

と，均 衡 にお い て 本部が 設定す る指令振替価格 尸 は次 の よ うに な る ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　 μ 一 ♂ 一
α 一c

　 　 　 　 　 　 　 （16）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2r − 1

　こ の とき ， （10）式お よび（13）式 か ら ， 均衡に お い て 川 下部門が 設定す る最終製品価格 pA と 川上

部門が 行 う費用 削減投資 によ る費 用削減zalA は次の よ うに な り， フ ァ
ー

ス ト ・ベ ス トの 水準に

な る ．

　　　　　　　　　　　　　　　　P ・
　一（r − ik ・ 瓦 〆　　　　　　  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ
ー1

　　　　　　　　　　　　　　　　1A　．．　
a − c

＝∬
’
　　　　　　　　　　　　 （18）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 27 − 1

　さ らに こ の とき，尸 ： EU 一尸 ” 　cu とな る か ら，振替価格は川 上 部門の 限界費用 と等 し くな

る ．

　以上か ら，川上 部 門の 費用 を削減す る投資の ケー
ス で は．フ ァ

ー
ス ト ・ベ ス トの 水準の 利益 を

達成で きる こ とが分かる ．以上を ま とめ た の が ，次の 命題 1で ある ．

命題 1　 川 上 部門の投資 を本部お よび 川下部門 が観 察可能で ある と仮定す る ．こ の とき，川 上部

門が川上部 門 自身 の 費用 を削減す る投資 を行 う ケー
ス にお い て ，次の 関係が成 立する ．

　　　　　　　　♂ 諞 ガ ，　 pA　・〆，　 ∬
A − 1

’
，　 fA　・ ・　EU　− IA　・ ・　cu

　すな わち ， 川 上部門が川 上部門 自身の 費用 を 削減す る投資を行 う と き に は ， 本部は 川 上 部門の

限界費用 と等 しい水準 の 指令振替価格 を用 い る こ とによ っ て ，最終 製品価格 と費用 削減 投資 の 両

方 をフ ァ
ー

ス ト ・ベ ス トの水 準にす る こ とがで き ， そ の結 果，フ ァ
ー

ス ト ・ベ ス トの 水準の 利益

を 達成する こ とがで き る ．

　 こ の 結果 は次 の よ うに説 明す る こ とがで きる ．まず，川 上 部門が 自部 門の 費用 を削減 する 投資

を行 う とき には ，（13）式で 示 され る よ うに，振替価格は川 上部 門の 投資イ ンセ ンテ ィ ブに最終製

品価格を通 し て の み影 響する こ とに注意しよう．したが っ て ， 川下部門の 設定する 最終製品価格

が フ ァ
ー

ス ト ・ベ ス トの 水準 になれ ば ， 川 上部門の 費用削 減投資 もまた フ ァ
ー

ス ト ・ ベ ス トの 水

準にな る ．この こ とは ， 本部が フ ァ
ー

ス ト ・ベ ス トの水準の 利益を 達成する ため に は，川下部門

の 設定す る最終製 品価 格 がフ ァ
ー

ス ト ・ベ ス トの 水準 にな るよ うに振替価格 を設定すれ ばよ い こ

と を意 味す る ． こ こで （10）式 で示 され る よ う に，本部が振 替価格f を∂
u 一プ と等 し い水準 に設
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定すれ ば ， 川下部 門の 設定 す る最終製品価格は フ ァ
ー

ス ト ・ベ ス トの 水 準 に な る ．以上か ら ， 本

部 は指令振替価格 を用 い る こ とに よ っ て ，最終製品価格 と費用 削減投資の 両方 を フ ァ
ー

ス ト ・ベ

ス トの水 準にす る こ とがで き ， そ の結果，フ ァ
ー

ス ト ・ベ ス トの 水準の利 益 を達 成す る こ とがで

きる．そ して ， こ の ときの 指 令振替価格 は川上部門 の 限界費用 と等 し くなる ．

3．2．2． 川下部門の費用を削減する 投資の ケース

　こ の 節 で は，川上部 門の 行 う投 資が川下部 門の 限界費用 を削減する ケ
ー

ス を 考察する ．こ の ケ

ー
ス で は ， cU 躍 δ

σ
，および cD ＝ ど

D − 1 で ある ．

川下部門　本部が 設定する 指令振替価 格1，お よび川 上 部 門が行 う費用削 減投資 に よる 費用削減

額 ∫を所与 として ，川下部 門 は自部 門の 利益 を最大 に す る よ うに 最終製品価格 p を設定する ．す

なわ ち ， 川 下部門は 次の 問題 を解 く．

　　　　　　　　　　　　　Me ・π
D
　一　（P − ♂ ・ ∫− rXa −

P）　　　　　　 （19）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 P

　
一

階条件 は次の よ うにな る．

　　　　　　　　　　　　　星 ．。
．2P ． brD− 、． i．。 　 　 　 　 （，。）

　よ っ て ，川 下部門 の 設定 す る最終 製品価格 は，川 上 部門が行 う費用削減投資に よ る 費用 削減額 1

と本部が設定する指令振替価格f の 関数 と して ，次の よ うに表す こ とが で き る．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
−
，
−D 　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　・仏の一
…

f
∬＋ t

　 　 　 ・2・

　（4）式 と比較すれ ば，振替価格が 川 上 部門の 限界費用 に 等 し く ， か つ 川 上部門の 費用 削減投資が

フ ァ
ー

ス ト ・ベ ス トの水準の と き ， すなわ ち i＝c∫
U
か つ 1 ＝ ズ の とき，こ の 最終 製 品価格 はフ ァ

ー
ス ト ・ベ ス トの 水 準 になる こ とが分 かる．

川上 部門　本部が 設定する 指令振 替価 格 i を所与 と し て ，川 上 部 門は 自部 門の 利 益 を最大 にす る

よ うに費用 削減投資 による費 用削減額 1 を決定す る ．すな わち ， 川 上部門は次の 問題 を解 く．

　　　　　　　　　　　　曜
一¢一鵡 ・（∬，

t））一シ
2

　 　 … ）

　 一階条件 は次 の よ うにな る ．

　　　　　　　　　　　　等 一

剛
一噤

）

）
一

・・
一 ・ 　 　 ・23・

こ こ で （21）式 か ら，
・p（・・

rL ⊥で あ る か ら ， 川 上 部門の 行 う覿 鰍 投資 に よる eem削減
　 　　 　　 　　 　　 　　 ∂f　　　 2

額 は ， 本部が設定す る 指令振替価格iの 関数 と して ， 次の よ うに表す こ と がで きる．
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− u

　　　　　　　　　　　　　　　　　　∬の一
’− c

　 　 　 　 　 　 （24）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2γ

　こ の （24）式 か ら， 振替 価格を川上部門の 限界費用 よ りも大 き く しな けれ ば ， すな わち 1＞ δ
ひ

と

しな けれ ば，川 上部門 は 費用 削減投資を 行わ ない こ とが分か る ．

本部　本部は川 上部門と川 下部門の利益 の 和で あ る企業全体の 利益 を 最大 にする ように振替 価格

を設定 す る．す なわ ち，本部 は次 の 問題 を解 く．

　　　　　　　　　吻
π 一ゆ  一… のXa− ・（・・））一去・（・（のア　 　 ・・5・

　
一

階条件は次 の よ うにな る ．

誓一

（
ep（1 ，

　i

　　∂i
）

・ 萼夢
）

）（a
−
・（… ））・ 國 一・ ・ ∬ω礫

の

）
一雌 ）甼一・ ・26・

こ こ で ， （，4）式か ら鯉 ユ
， （2賦 、、ら 些 の。ユ鯉 ．

1⊥ ⊥ で ある ． 。れ

　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 4γ　　　　　　　　　　 ∂t　　　2r　　　　　　　　　　　∂t　　　　　2　∂t　　　2

らと （24）式を代入す る と，均衡 にお い て 本部が 設定する 指令振替価格 尸 は 次の よ う にな る ．

　　　　　　　　　　　　　　　　ガ
・ ．ど

・
＋

2r（a − i）　 　 　 　 　 （，7）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 4r2 ＋ 2γ一1

　ま た， こ れ を （24）式 に代入すれ ば，均衡 にお い て 川 上 部門が行 う費用削減投資 によ る費用 削減

額 IB は 次の よ う にな る ．

　　　　　　　　　　　　　　　、
・

．

2r（・ 一・）　 　 　 　 　 　 （28）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　4r　

2
＋ 2r − 1

　さ らに ，こ れ らを （2D 式に 代入すれ ば ， 均衡 にお い て 川下部門が 設定 す る最終製品価格 pB は

次 の よ うにな る．

　　　　　　　　　　　　　　P
・
　一（2・

2

紺 圭
2・ 

　 　 ・29・

　以 上か ら ， 次 の命題 2 が得 られ る ．

命題 2　 川 上部 門 の投資 を本部 お よび 川下部 門が観 察可能 で ある と仮 定す る． この とき ， 川 上部

門が川 下部門の 費用 を削減す る投資を行 うケース にお い て ， 次の 関係が 成立する ．

　　　　　　　　　　 π
β

＜ ガ ， p   〆 ，
　 IB ＜ プ ， ガ

B
＞ c

σ

証明　まず， （27）式 か ら， 次式が成立す る．

　　　　　　　　　　　　　ガ
・ 。，

・
．

2・（a − i）
． i ・

　 ＝ 。
u 　 　 　 　 （、。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　4γ
2

＋ 2γ
一1

す なわ ち ， 上 の 式か ら ， γ ．
1およ び 。 ．δ ． ・の 仮定 の 下で は ， 本部が設定す る 鰭 価格｝ま川上

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2

部 門 の 限界 費用 よ りも大 き くな る こ とが分 かる．
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　 また， （28）式 か ら，次 式が成 立す る ．

　　　　　　　　　　　　　i・
　 −

2r（a 一δ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

2γ（a − 1）　＿r 　　　　　　　　（31）
　　　　　　　　　　　　　　　　4γ

2
＋ 27 − 1　　　2γ

一1

す なわ・・上 ・ 式 か ・・越 お ・び 一 … の 仮 定 ・ 下 で ぽ 川上 部門が行 ・費用 削減投資は

フ ァ
ー

ス ト・ベ ス トの 水準よ りも小 さ くな る こ とが 分 か る．

　さ らに， （29）式で 表 され る川下 部門 の 設定 す る最終製品価aSpBは ， （2D 式に お い て 1　・ ・　IB か

っ 『冒 尸 とした もの で あるか ら，次 の （32）式 の よ うに表す こ とが で き る ．

一 響
♂

。

・ ＋ δ一
1焉

デ
・認

．

・ 顧 ・

韋押
 

こ こ
’
・
・
… 器・ ・… r − … か つ ・・

2
＋ 2・一… で ・・ か ・ ・ pB が フ ・

一
… ベ ス ・

の 水準よ りも高 くなる こ とを示 す次式が成立す る，

　　　　　　　　　　畔
＋

脅攣
同

． 呼 。 〆 　 （、3）

　以 上 か ら，川 上 部門 の 行 う投資水準 ，お よび川下 部門の 設定す る 最終製 品価格 はフ ァ
ー

ス ト ・

ベ ス トの 水準 と異な る こ とが明 らか にな っ た． こ の こ とは，川 上部門が川下部門の 費用 を削減す

る投資 を行 うとき に は，フ ァ
ー

ス ト ・ベ ス トの 水準の 利益 を達成する こ とが で き な い こ と を意味

して い る ．す なわち， π
B

く x
’

が成立 す る，（証明終 ）

　 こ の 命題 2 か ら ， 川上 部門が川下部門の 費用 を削減する 投資 を行 う とき に は，本部 は川上部門

の 限界費用 よ りも厳 密 に高 い 指令振替価格 を用 い る こ とが分か る ，また ， 最終製晶価格は フ ァ
ー

ス ト ・ベ ス トの水準よ りも高 くな り， 費用 削減投資は フ ァ
ー

ス ト ・ベ ス トの 水 準よ りも小 さくな

り，そ の 結 果，フ ァ
ー

ス ト ・ベ ス トの 水準の 利益 を達成 する こ と はで きな い こ とが 分か る ．

　 こ の結果 は次の よ うに説明 する こ とがで き る ．まず，川上 部門 の 費用削減投資 の 費用 はす べ て

川上部門自身が負担 す る
一

方で ， その 直接的な便益 はす べ て川 下部門の 費用 削減 とな っ て 表れる

こ と に注意 し よ う． したが っ て ，こ の 費用 削減 に よ る 川下部門の 便益 を ， 何 らか の か た ちで 川 上

部門に移転す る仕組み がな ければ ， 川 上部門が投資を行 うイ ンセ ンテ ィ ブは 生 じない ． こ の よ う

な 仕組み の 一
つ は ， 本部が振 替価格を 限界費用 よ りも厳密に高 く設定す る こ とで ある．なぜ な ら ，

（21）式で 示 さ れ る よ うに，川 上部 門が 投資 を行 えば，川下 部門の 費用 が削減 され る こ とか ら川下

部 門の 設定す る最終製 品価 格 が低 くな る． この とき，最終 製品 の需要 関数か ら ， 生産数量 は増加

す る こ と になる 。さ ら に この こ とは取引され る 中間製品 の 数量の 増加 を意味する か ら ， 振替価格

が 限界費用 よ りも厳密 に高 く設定 され て い る ときに は ， 川 上部 門 自身の 収 益が増 加す る こ とにな

る か らで ある ．すな わち， （24）式 で 示 され る よ うに ，振 替価 格 を限界費用 よ りも厳密に 高く設定

す れ ば，川 上部門は費用削減投資を行 うイ ンセ ンテ ィ ブ を持 つ の で あ る ．しか しなが ら，振替価
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格 を限界 費用 よ りも高 く設 定 した場 合，最終製 品価格が フ ァ
ー

ス ト ・ベ ス トの 水 準か ら乖離 して

しま う．なぜな ら，フ ァ
ー

ス ト ・ベ ス トの ケー
ス で 検 討 した よ うに t 最終製品価格を フ ァ

ー
ス ト ・

ベ ス トの 水準にす るた め に は，振替価 格 を川 上部 門 の 限界費用 と等 し くす る必 要が ある か らで あ

る ．

　 以 上 の よ うに ，最終製品価 格を フ ァ
ース ト ・ベ ス トの水準にするため には振替価 格 を川上部 門

の 限界費用 と等 しくす る必 要が ある が ， その 一方 で 川上部 門の 費用 削減投資 を フ ァ
ー

ス ト ・ベ ス

トの 水準 にするため に は振替価格を川 上部門の 限界費用よ りも厳密 に高 く しなけれ ばな らない の

で ある ．そ して ，
こ の よ うな トレ

ー ド ・オ フが存在 す るた め ， 最終製品価格 と費用 削減投資の 両

方を同時 に フ ァ
ー

ス ト ・ベ ス トの 水準 にするこ とはで きず，そ の 結果 ，利益 もまた フ ァ
ー

ス ト ・

ベ ス トの 水準 を達 成す る こ とはで きない の で ある ．

　と ころで ， Holmstr6m 　and 　Tirole（1991）は ， 川上 部門の 投 資に よ り最終製 品の 価値 が高 ま る状況

を想 定 して お り，投資 の 便益 が他部 門 に生 じる点 で 本稿 と 同 じ特徴 を持つ 投 資を考察 して い る ．

しか しな が ら，本稿とは異な り，指令振替価格を ど の よ うな水 準に 設定 して も，川 上 部門 に は 投

資イ ンセ ンテ ィ ブを与え る こ とがで きな い こ とを指摘 して い る ．こ の 理 由は，内部 で 取 引され る

中間製品 が一単位 で あ る と仮定 して い る ため，
一定 の 値を とる 指令振 替価格 を用い る と ， 投資 に

よ る 便益 は全 て 川下部門の 収益 とな る
一

方で その 費用 は 全て 川 上 部門が 負担する こ と にな る か ら

で ある． しか しな が ら，命題 2 か ら， こ の 結果は Holmstr6m 　and 　Tirole（1991）の モ デル の 仮定 ，

特 に企業内で 取 引され る中間製品が一
単位 に 固定 されてい るとい う仮定 に強 く依存 して い る こ と

が明 らか にな っ た ．本 稿の モ デルで は ， 最終製品市 場にお い て 川下部門が価格を設定 して い る 状

況を想定す る こ とに よ り， 内部で 取 引さ れ る 数量 が 内生的に決定され る よ り現実的な状況 を想定

して い る．そ して こ の とき，本 部は指令 振替価格 を原価プ ラ ス 利益 の 水準に 設定す る こ とに よ っ

て ， 川 上 部門 に投資イ ンセ ンテ ィ ブを与 え る こ とがで きるの で ある．

　なお， こ の こ とは また ， 本部 が振替価格の 他に，最終製 品の 販売価格 ， 最終製品の 販売数量 ，

あ る い は中間製品の取引数量 を指令する こ と は望ま し くな い こ と を意味 して い る．なぜな ら，こ

られ を本部が指令 した 場合 に は，内部で 取 引され る中間製 品の 数量 が事前 に 固定 して しま うた め，

Holmstr6m 　and 　Tirole（1991）の 結 果 と同様 に，川上部門に投資イ ンセ ン テ ィ ブを 与える こ とがで き

な くな る か らで ある ．

4 ． 川下部門の 費用削減投資

　こ れ まで の 分析で は，川上部門が投資を行 うケ
ー

ス に つ い て の み 考察 し，特にそ の 投資が川 下

部門の 費用 を削減す る もの で ある とき ， 本部が振替価格を川 上 部門の 限界費用 よ り も厳密に高い

水準 に設定す る こ とを 明 らか に した． しか しなが ら，川下部 門 もまた費用削減投資 を行 う状況 が

よ り現実 的で ある と考 え られ る．そ こ で ，こ の 節 で は，川下部 門が 費用削減 投資 を行 う場合 に ，

本部 が振替価格を どの よ うな水準に設定する か を 明 らか にする ．以下で は ， 川下部門の みが 費用

削減投資を行 うケ
ー

ス を考察す る こ と とし，川 上部門 は費用 削減投資 を行 わな い もの と仮 定す る．

　まず，川下部 門の 費用削減投資に よ り川下部門自身 の 費 用が削減され る ケー
ス で は ，川下部門
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の 問題は次 の よ うにな る ．

　　　　　　　　　　　　惚
π

D 一し一評 ・ ・一茆 一
ρ）一シ

2

　 　 （34・

　 この とき ， この 川下部門の 目的関数で ある （34）式 を， フ ァ
ー

ス ト ・ベ ス トの ケー
ス に お ける本

部の 目的関数で あ る （1）式と比較すれ ば ， 本部が指令 振替価格 f を川 上部 門の 限界費用 EU と等 し

い水準 に設定す る こ とによ り，フ ァ
ース ト ・ベ ス トの 利益水準 を達成 で きる こ とが 分か る ．言い

換えれ ば，川下部門が川下部門 自身の 費用を削減す る投資を行 うと き に は ， 本部は振替価格 を川

上部門 の 限 界費用 よ りも高い 水準 には 設定 しない ，

　次に ， 川 下部門の 費用 削減投資 に よ り川上部門 の費 用が削減 され る ケ
ー

ス で は ， 川 下部門の 問

題 は次の よ うにな る ．

　　　　　　　　　　　　　惚 宀 し一iD 一茆 一P ）一ン
2

　 　 ・35・

　 この とき，本部が指令振替価格i を どの よ うな水準 に 設定 し て も，川下部 門は費用 削減投資 を

行 わな い ことが分か る． したが っ て ，最終製 品の 価 格設定 へ の 影響の み を考慮 して ，本部は指令

振替価格f を川 上 部門の 限 界費用 δ
σ

と等 し い 水準 に設定す る．言 い 換 えれ ば，川下部 門が川 上部

門の 費用 を削減す る投 資 を行 うと きに も ， 本部は振替価格を川 上 部門の 限界 費用 よ りも高 い 水 準

に は設定 しな い ．

　以上 の 考察か ら ， 川下部門が投資 を行 うケ
ー

ス で は ， 川下部 門 自身の 費用 を 削減す る投資で あ

っ て も川上 部門の 費用 を削減す る投 資で あ っ て も，本 部は振替価 格 を川 上部門の 限界費用と等 し

い 水準 に設 定す る こ とが明 らか に な っ た．すなわ ち ， 川下部 門の 費用削減投資 と い う要因 は ， 振

替価格 を限界費用 よ りも厳密に高い水準 に設定する こ との 理 由に はな らな い の で あ る．

　なお，よ り現実 的な状況 は，川上 部門と川下部門の 両部門が 費用 削減投資 を行 い，ま たそ の投

資の効果も両部門に影響する と い う もの で あ るだ ろ う，しか し なが ら， こ の ような状況 に お い て

も，川上 部 門の 投 資 に よ り川 下部門 の 費用 が削減 され る とい う要 因によ っ て ，振替価格 を限界費

用 よ りも厳密に高 い水準に 設定す る こ とが望 ま し くな る と考え られ る．

5 ． 結論

　 本稿 で は，費用 削減 投資 を行 う権限 を川上 部門 に，最終製 品価 格 を設 定す る 権 限 を川 下 部門 に

委譲 して い る分権的な企業組織に お いて ， 各部門が 行う意思決定を企業全体の 目標 とで きる 限 り

整合的 にす るため に ，本部が指令振替価格 を どの よ うな水準 に 設定す れ ばよ い か とい う問題 を考

察 した．

　 本稿で 得 られた結果 と知見を要約すれ ば次 の 通 りで ある ，まず ，川 上 部門が 川 上 部門 自身の 費

用 を削減す る 投資を行 う と きに は ，本部は指令振替 価格を川 上部門の 限 界費用 と等 し くす る こ と

に よ っ て ，フ ァ
ー

ス ト ・ベ ス トの 水準 の 利益 を達成す る こ とが で き る ．他方 ，川 上 部門が 川下部

門の 費用 を削減する投資を 行 うときに は ， 本部は指令 振替価格 によ っ て ， フ ァ
ー

ス ト ・ベ ス トの
‘
水準の 利益 を達成す る こ とはで きな い ．ま た ，こ の と き の 振替価格は ，川 上 部門 に投資イ ン セ ン
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テ ィ ブを 与え るた め に，川 上 部門 の 限界 費用 よ りも厳密に 高 い 水準 にな る ．す なわ ち，川上 部 門

の投資が 川下部門の費用削減 に貢献す る とい う意味にお い て 部門間の 協力が重要で ある場合に は ，

本部は川 上部門の 限界 費用 よ りも厳密 に高い水準 に 振替価格を設定する，

　 こ の よ うな 結果 は，振 替価 格 を限界費用 と等 し く設定 す る こ とが 望 ま しい とす る Hirshleifer

（1956）に代表され る モデル よ りも，現実の 振替価格設定実務を よ り合理的に 説 明で きる と考え ら

れ る．また，Alles・and ・Datar（1998），　 G6x （2000），　 Narayanan　and 　Smith（2000）は，原価 プラ ス利 益

の水準に振替 価格を設定す る理 由を川 下部門間 の価格競争の存在に 求め て い る が，本稿は そ の 理

由 を部門 間の 協力 の 必 要性 に求 めて い る ．本 稿は こ の 点 に お い て ，既存の 文献 と は異な っ て い る。

　最後に ， これ まで の モデ ル 分析 に は多 くの 限界が ある こ と も指摘 しな けれ ばな らな い ．第
一

に ，

本稿で は，費用削減投 資を行 う権限 を川 上 部門 に ，最 終製品価 格 を 設定す る 権限 を川下部 門に そ

れぞ れ 委譲 して い る分権的な 企 業組織 を前提 と して い た ．す な わ ち ，本部に は川 上部門あ る い は

川下 部門 を直 接 に運営 する余裕 はな く，それ ぞれ の 部 門は 当該部門 の 管 理者 によ っ て 運営 され る

もの と仮定 して い た．よ く知 られたエ ージ ェ ン シ
ー理 論の モ デル に おい て 前提 とされ る よ うに ，

川 上部門 の投資に関 して は本部が権限を 委譲する状況 は 現実的で ある と考え られ る ．しか しなが

ら，川下 部門 の 設 定す る最 終製 品価 格 につ い て は，本 部が 直接 設定す る こ とは比較 的容 易で あ る

か もしれない ．す なわ ち，本部 が最終製品価格の 設定 を川下部門に委譲す る 必要性が問題に なる

可能性が ある．したが っ て ，将来の 研 究に お い て は，分権 的な企業組織 が 内生的に 望 ま しくな る

モ デル に 拡張す る こ とが重 要で あ るだ ろ う．なお ，この 点 に つ い て は ， 例え ば次 の よ うな要 因 を

含む かた ち に モ デル を拡張する こ とが考え られ る 、第
一

に ，Gdx （2000）の よ うに，最 終製品市場

にお ける 川下部 門間の 価格 競争をモ デル 化 す る こ とで ある ．こ の と き ， 本部が真の 限界費用 に 基

づ い て 最終製品の 価格を 設定する よ り も ， 振替価格 を 用 い て 伝 達され た費用 に基づい て 川下部門

が最 終製 品 の 価 格 を設定 す る方 が，企 業全体 の 利 益 が厳 密 に 高 くな る こ とを示す こ とが で き る

（G6x 　2000
，
　p．335 ， 命題 2）．第二 に ，　Narayanan　and 　Smith （2000）の よ う に ， 最終製品市場が独 占

で あ っ て も，需 要 に不確実性が あ り，そ の 不確実性 につ い て川 下部 門が情報優位に あ る こ とをモ

デル化す る こ とで ある ．この とき ， 需要の不確実性に つ い て情報優位に ある 川下部 門が 最終製品

の価格を設定する 方が ，情報劣位 に あ る本部がす るよ りも，厳密 に望 ま し くな る こ とを示す こ と

がで きる （Narayanan 　and 　Smith　2000，　p506，命題 1（c））．

　次に ，本稿で は各部門が そ れ ぞれ の 部門の 利益 を最大 にす る よ うに 行動す る と仮定 し，部 門の

業績に連 動 した報酬 契約 を用 い る こ とは不 可能で ある と仮 定 して い たが ， 各 部門 の管 理者 の 報酬

を他 部門の 業績 に も依存させ る な ど ， 企業内部の 業績評価制度 に つ い て さ ま ざま な可 能性を考慮

すれ ば，結果 は変わ る 可能性が ある。例 え ば
， Holl皿stt6m 　and 　Tiroie（1991）および Anctil　and 　Dutm

（1999）にお い て 示 されて い る よ う に ， 報酬契約と振替価格 の両方を 用 い て部門 に投資イ ンセ ン テ

ィ ブを与 える こ とが望 ま し くな る 状況が存在 す る ，したが っ て ，将来 の 研究 にお い て は ，
こ の よ

うな報酬契約 を用 い る こ とがで きる 状況 に お い て も ， 本稿 の結果が 成立する か を 明 らか にする こ

とが 重要で ある だ ろ う．

　さらに ，本稿で 考察 された振 替価 格の 設定 方法 は本部 による指令振 替価格 の み で あ るが ， 部門

間の 交渉 によ る振替価 格な ど，そ の 他 の 方法 に つ い て も考察す る必 要が あ る だ ろ う．現実の振替
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価格設定 実務で は，企 業 に よ っ て ， ある いは 企 業内部で 取 引され る 中間製 品 に よ っ て ，さまざま

な振替価格の 設定方法 が用 い られて い る ． しか し，本稿で は，指令振 替価格 の み を考察対 象と し

て お り，こ の よ うな複数 の振 替価格の 設定方法が採用 されて い る 状況 を 説明する こ とはで きな い ．

将来の研 究にお い て は ， どの よ うな条件 に よ っ て望 ま しい 振 替価 格 の 設定方法が異な る のか を明

らか に し，理 論 と実務 の 乖離 をさ らに埋 める こ とが重要で ある と考える ．
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